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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、I型サイトカイン受容体ファミリーに属する。gp130と相同性を持つこの受容体は単球上に発現し、STAT-3およびSTAT-5の活性化を介してIL-31シグナル伝達に関与する。単量体として、またはオンコスタチンM受容体（OSMR）との受容体複合体の一部として機能する。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2011年6月],機能：OSMRと会合してインターロイキン-31受容体を形成し、STAT3を活性化する。また、STAT1とSTAT5も活性化する程度は低い。皮膚免疫において機能する可能性がある。,誘導：アトピー性皮膚炎患者の病変部ケラチノサイトで発現が上昇する。 IFNGおよびリポ多糖類によってアップレギュレーションされる。,PTM：N-グリコシル化されている。,類似性：I型サイトカイン受容体ファミリーに属する。タイプ2サブファミリーに属する。,類似性：5つのフィブロネクチンIII型ドメインを含む。,サブユニット：OSMRとのヘテロ二量体。JAK1およびSTAT3と相互作用する。,組織特異性：精巣、卵巣、脳、前立腺、胎盤、胸腺、骨髄、気管、皮膚に低レベルで発現する。すべての骨髄単球系細胞株で検出される。CD14およびCD56陽性血球およびマクロファージ（タンパク質レベル）に発現する。,
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	IL-31Rポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

